
タ
自
動
車
東
日
本
を
設
立
。
東
北

の
優
れ
た
部
品
メ
ー
カ
ー
を
開
拓

す
る
と
と
も
に
、
人
材
育
成
の
た

め
企
業
内
訓
練
校
を
今
春
開
校
。

さ
ら
に
東
北
発
の
新
規
事
業
と
し

て
、
自
動
車
工
場
を
核
と
す
る
地

域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
も
取
り
組
む
。「
も
の
づ
く
り

を
通
し
被
災
地
の
方
々
と
一
緒
に

東
北
の
未
来
を
つ
く
り
た
い
」
と

い
う
豊
田
章
男
社
長
の
想
い
を
伝

え
た
。

　
被
災
企
業
の
経
験
を
語
っ
た
横

山
氏
は
「
地
震
発
生
か
ら
復
旧
ま

で
の
経
過
と
今
後
の
対
策
」
を
説

明
。
ま
ず
、
壊
れ
た
電
気
炉
設
備

の
修
理
を
い
ち
早
く
手
配
し
、
早

期
に
復
旧
。
今
後
に
備
え
て
非
常

用
発
電
機
を
導
入
し
た
。
ま
た
、

会
社
の
財
産
で
あ
る
金
型
を
他
社

に
移
管
し
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
責
任
を
果
た
し
、
得
意
先
と
の

信
頼
関
係
が
よ
り
深
ま
っ
た
。

「
資
金
調
達
手
法
と
し
て
グ
ル
ー

プ
補
助
金
を
申
請
。
グ
ル
ー
プ
全

体
が
復
旧
し
製
造
サ

イ
ク
ル
を
再
開
で
き

た
」
と
感
謝
し
た
。

　
水
産
加
工
会
社
を

経
営
す
る
川
村
氏
は

「
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
軌
跡
」
を
語
っ
た
。
三
陸
各

地
に
点
在
す
る
グ
ル
ー
プ
26
施
設

の
大
半
が
被
災
。
グ
ル
ー
プ
補
助

金
を
申
請
し
、
復
旧
・
復
興
を
目

指
し
た
。「
従
来
で
き
な
か
っ
た

同
業
他
社
と
の
連
携
な
ど
に
取
り

組
み
、
気
仙
沼
で
は
16
社
で
組
合

ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
た
。
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
て
震
災
前
よ
り
い
い

人
生
に
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
山
田
氏
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年

を
経
た
東
北
経
済
〜
復
興
速
度
差

が
広
が
り
、課
題
は
多
様
化
〜
」。

東
北
経
済
は
、
総
体
と
し
て
着
実

に
回
復
を
続
け
て
い
る
が
、
被
災

企
業
の
復
興
は
、
地
域
間
格
差
が

顕
著
に
な
っ
て
い
る
。「
東
北
経

済
産
業
局
で
は
、
ま
す
ま
す
多
様

化
、
複
雑
化
す
る
諸
課
題
に
き
め

細
か
く
対
応
し
て
い
く
。
東
北
全

体
の
経
済
発
展
で
復
興
を
支
え
る

こ
と
が
重
要
」
と
、
新
た
に
策
定

し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
復
興
支

援
策
を
紹
介
し
た
。

　
永
田
氏
は
「
東
北
復
興
に
向
け

た
活
動
に
つ
い
て
」
ト
ヨ
タ
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
。
東
北
を
国

内
第
３
の
生
産
拠
点
と
し
て
ト
ヨ

震
・
津
波
と
巨
大
地
震
・
津
波
に

対
す
る
２
つ
に
分
け
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
人
口
減
な
ど

縮
小
ト
レ
ン
ド
に
応
じ
た
“
賢
い

復
旧
”
が
重
要
だ
が
、
現
状
は
制

度
が
欠
如
、
と
課
題
を
浮
き
彫
り

に
し
た
。「
今
後
は
、
量
的
拡
大

の
産
業
政
策
か
ら
質
的
進
化
の
技

術
政
策
へ
、
戦
略
の
転
換
が
大

切
。
世
界
と
戦
う
に
は
、
東
北
の

北
国
性
と
多
自
然
性
が
重
要
な
力

を
持
つ
時
代
」
と
ま
と
め
た
。

チ
ェ
ー
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
災

害
に
対
す
る
企
業
の
強
靱
性
を
強

化
し
た
。
多
様
な
域
内
外
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
つ
な
が
れ
ば
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
も
復
興
に
も
役
立
つ
」

と
語
っ
た
。

　
澤
田
氏
の
テ
ー
マ
は
「
生
活
の

復
興
を
考
え
る
」。
最
初
に
「
す

べ
て
の
復
興
努
力
は
生
活
者
の
目

線
に
還
元
さ
れ
る

べ
き
」
と
提
言
。

生
活
基
盤
を
県

別
・
要
素
別
に
取

り
上
げ
、
復
旧
・

復
興
の
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
を
デ
ー
タ
で
紹
介
し
た
。

ま
た
、
人
々
の
被
害
へ
の
対
処
法

に
つ
い
て
阪
神
淡
路
大
震
災
、
中

越
地
震
と
比
較
し
、「
自
助
、
共

助
、
公
助
の
３
つ
の
チ
ャ
ネ
ル
を

最
適
に
組
み
合
わ
せ
る
。
と
り
わ

け
中
長
期
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
と
い

う
視
点
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
重

要
」
と
結
ん
だ
。

　
奥
村
氏
は
「
安
全
性
確
保
の
考

え
方
と
復
興
政
策
の
課
題
」
を

語
っ
た
。
防
災
は
頻
度
の
高
い
地

破
壊
さ
れ

た
が
、
水

産
業
は
資

源
管
理
方

式
な
ど
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
成
長
が
可
能
だ
。
今
後
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
賢
い
集
約
」。
豊
か

な
自
然
を
享
受
し
つ
つ
全
員
が
、

社
会
の
中
で
一
生
活
躍
で
き
る
地

域
・
社
会
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
に

向
け
、
東
北
が
先
頭
に
立
っ
て
取

り
組
む
べ
き
と
き
だ
。

大震災からの復興と新しい成長に向けて
　
浜
口
氏
は
「『
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
企
業
の
被
災
に
関
す
る
調

査
』
の
結
果
か
ら
の
考
察
」
を
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
被
災
状
況

を
ま
と
め
た
上
で
、
約
30
％
の
企

業
が
災
害
に
備
え
る
対
応
を
検
討

し
な
い
現
状
を
紹
介
。「
災
害
発

生
時
に
生
産
量
の
落
ち
込
み
を
少

な
く
し
、
ダ
メ
ー
ジ
期
間
を
短
縮

化
す
る
対
策
が
重
要
。
復
興
対
策

は
被
災
地
限
定
で
は
不
十
分
。
全

国
的
な
製
造
業
ル
ネ
サ
ン
ス
で
復

興
に
つ
な
げ
る
施
策
を
」
と
提
言

し
た
。

　
戸
堂
氏
は
「
東
日
本
大
震
災
か

ら
復
興
〜
企
業
の
つ
な
が
り
が
果

た
し
た
役
割
〜
」
が
テ
ー
マ
。
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
が
被
害

を
増
幅
さ
せ
た
が
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
よ
る
被
災
地
外
と
の

つ
な
が
り
が
早
期
の
操
業
再
開
を

促
進
し
、
被
災
地
内
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
中
期
的
に
売
り
上
げ
の

復
旧
に
貢
献
し
た
。「
サ
プ
ラ
イ

　
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
復
旧
に

は
か
な
り
時
間
が
か
か
っ
た
。
今

後
は
調
達
、
販
売
の
両
面
で
“
複

線
化
”
が
不
可
避
。
こ
れ
を
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
。

　
復
興
を
促
進
す
る
に
は
意
思
決

定
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
課
題
だ
。
住

民
、
事
業
者
、
行
政
セ
ク
タ
ー
お

よ
び
民
間
リ
ソ
ー
ス
の
協
調
が
極

め
て
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
今
後
は
、
復
興
の
地
域
間
格
差

を
広
域
圏
で
埋
め
る
こ
と
を
考
え

　
復
興
を
通
じ
、
新
た
な
地
域
発

展
モ
デ
ル
構
築
を
目
指
す
べ
き
。

豊
か
な
地
域
力
を
伸
ば
す
に
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
適
応
し
た
強
靭

（
き
ょ
う
じ
ん
）
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
富
む
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

の
再
構
築
、
国
と
地
域
の
新
た
な

役
割
分
担
と
地
域
主
権
の
促
進
、

こ
れ
ら
の
相
乗
効
果
が
重
要
だ
。

　
被
災
地
の
沿
岸
部
で
は
、
港
を

中
心
と
す
る
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
が

藤
田
昌
久
氏

R
I
E
T
I
所
長
・
チ
ー
フ
・
リ
サ
ー
チ
・
オ
フ
ィ
サ
ー（
C
R
O
）

甲
南
大
学
教
授
／
京
都
大
学
経
済
研
究
所
特
任
教
授
／
日
本
学
士
院
会
員

奥
村
　
誠
氏 （
R
I
E
T
I
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
フ
ェ
ロ
ー

／
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
・
災
害
科
学
国
際
研
究
所
教
授
）

川
村
賢
壽
氏 （
か
わ
む
ら
代
表
取
締
役
）

澤
田
康
幸
氏 （
R
I
E
T
I
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
フ
ェ
ロ
ー

／
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）

戸
堂
康
之
氏 （
R
I
E
T
I
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
フ
ェ
ロ
ー

／
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
教
授
）

永
田
　
理
氏 （
ト
ヨ
タ
自
動
車
常
務
役
員
）

浜
口
伸
明
氏 （
R
I
E
T
I
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
フ
ェ
ロ
ー

／
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
教
授
・
所
長
）

山
田
尚
義
氏 （
経
済
産
業
省
東
北
経
済
産
業
局
長
）

横
山
廣
人
氏 （
岩
機
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
専
務
取
締
役
） 

　
　
　 

　
　（
五
十
音
順
）

モ
デ
レ
ー
タ
ー

中
島
厚
志
氏 （
R
I
E
T
I
理
事
長
）

若
杉
隆
平
氏

R
I
E
T
I
シ
ニ
ア
リ
サ
ー
チ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

学
習
院
大
学
特
別
客
員
教
授
／
横
浜
国
立
大
学
客
員
教
授
／
京
都
大
学
名
誉
教
授

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
─
─ 

。3
月
22
日
、仙

台
市
で「
M
E
T
I
─

R
I
E
T
I
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

大
震
災
か
ら
の
復
興
と
新
し
い
成
長
に
向
け
て
」が

開
催
さ
れ
た
。経
済
産
業
省
傘
下
の
政
策
シ
ン
ク
タ
ン

ク
で
あ
る
経
済
産
業
研
究
所（
R
I
E
T
I
）に
と
っ

て
、震
災
復
興
に
関
し
て
４
回
目
と
な
る
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、復
旧
・
復
興
の
現
状
を
多
面
的
に
評

主催：経済産業省  東北経済産業局（METI）   独立行政法人  経済産業研究所（RIETI）　　後援：東北大学

復
興
の
促
進
と
新
し
い
成
長
に
向
け
て

復
興
と
新
た
な
成
長
に
向
け
て

東
北
産
業
の
復
興
を
目
指
し
て

基
調
講
演
Ⅰ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

基
調
講
演
Ⅱ

被
災
地
の
現
状
と

課
題
を
浮
き
彫
り
に

広
が
る
復
興
格
差
に

き
め
細
か
く
対
応

被
災
地
、東
北
だ
け
で
な
く

日
本
全
体
の
成
長
を
目
指
す

―
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
と

地
域
集
積
力
の
強
化
―

る
べ
き
。

雇
用
の
吸

収
は
一
番

重
要
で
、

復
興
の
進
ん
だ
地
域
が
雇
用
を
受

け
止
め
、
他
地
域
を
支
援
・
け
ん

引
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
東
北
に
は
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
新
社
会
経
済
圏
の
形
成

が
重
要
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で

オ
ー
プ
ン
な
関
係
を
支
え
る
新
た

な
地
域
行
政
圏
構
築
が
課
題
だ
。

価
し
、今
後
い
か
に
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、学
界
・
経

済
界
・
政
府
関
係
者
の
参
加
を
得
て
幅
広
い
視
点
で

議
論
が
行
わ
れ
た
。来
賓
の
東
北
大
学
理
事
・
数
井
寛

氏
は「
東
北
の
復
興
は
、日
本
全
体
の
再
生
や
将
来
の

成
長
と
密
接
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
。今
日
の
議
論

が
東
北
、そ
し
て
日
本
の
新
た
な
展
開
に
向
け
て
の

礎
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」と
挨
拶
し
た
。

http://www.rieti.go.jp

RIETI（独立行政法人 経済産業研究所）は、2001年に設立された政策シンクタンクです。政策につ
ながる理論的・実証的な研究を実施し、エビデンスに裏付けされた政策提言を行うことをミッション
としており、これまでの活動を通じて内外から世界有数のシンクタンクとの高い評価を得ています。
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